
第14回
国内観光活性化フォーラム

in ふくしま

平成3１年（2019年）2月1５日（金）
於：ビッグパレットふくしま

主催：一般社団法人　全国旅行業協会
共催：株式会社　全旅

開催概要

後援：（予定）国土交通省・経済産業省・観光庁・復興庁
　　　福島県・46都道府県・福島県各市町村
　　　公益社団法人日本観光振興協会・一般社団法人 日本旅行業協会　他



実施要項

大会タイトル・大会ロゴ

大会タイトル・大会ロゴ

開催概要

第14回
国内観光活性化フォーラム

in ふくしま

＜本部＞おいでよ福島　元気な東北
＜地元＞ふくしまへ　
　　　　来らんしょ・寄らんしょ・廻らんしょ
福島県は全国で3番目に広い面積を誇り、雄大な自然と美味しい食べ物、そしてあたたかい
人々が住む県です。福島は大きく3つのエリアで分かれています。
◦豊かな大自然と会津藩士ゆかりの名所旧跡が点在する「会津地方」
◦美しい花々とみずみずしい果実がいっぱいの「中通り」
◦太平洋に面し、雄大な景観を眺める「浜通り」
風土、文化、気候も違うそれぞれの魅力で、訪れる人に驚きと感動を与えます。
　さあ、見どころいっぱいの「ふくしまの旅」へ、お出かけ下さい！

名　称	 	 第１４回国内観光活性化フォーラムinふくしま
主　催	 	 一般社団法人全国旅行業協会
共　催	 	 株式会社全旅
後　援（予定）	 国土交通省、経済産業省、観光庁、復興庁、福島県、４6都道府県、福島県各市町村、
	 	 （公社）日本観光振興協会、（一社）日本旅行業協会、
	 	 （一社）日本旅館協会、日本商工会議所、全国商工会連合会　他
開催日	 	 平成３１年２月１５日（金）
開催地	 	 福島県郡山市（ビッグパレットふくしま）
参加予定者　	 （一社）全国旅行業協会会員、都道府県観光関係担当者、
	 	 受入機関（運輸・宿泊関係者）、マスコミ、一般来訪者
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実施要項

開催目的

　2１世紀の今日、観光は国の重要な産業に発展し、政府の「観光ビジョンの実現に向けた
アクション・プログラム20１7」に基づいた政策の実現が我が国の重要な課題となっており
ます。地方創生に資する国内観光振興のためには、全国各地の誇れる観光資源を発掘して
全国に発信し、旅行業界として地元の誇れる観光素材を活かした旅行商品づくりと送客が
期待されています。
　一般社団法人全国旅行業協会では、全国各地で地域に密着して旅行業を営む旅行業者約
５,600社を会員としている特性を踏まえ、全国支部組織の連携、結束の強化を図るため平
成１５年以来国内観光活性化フォーラムを開催し、開催県の国内観光の活性化に貢献すると
ともに、着地型旅行を推進しています。
　このような観点から、平成１５年以来毎年「国内観光活性化フォーラム」を開催しています。

　平成３0年度は福島県で「第１４回国内観光活性化フォーラム」を開催することとなりまし
た。
　今年は、戊辰戦争から１５0周年を迎える節目の年です。平成28年１0月より行政、民間団
体が一体となり、この記念すべき事業に取り組んでおり、地元会津若松市を中心として様々
なイベントが開催されている中で奥深い歴史、伝統ある文化が見聞できます。
　国の光（誇れる場所、物）を見ることから「観光」という言葉ができたそうですが、福
島県では20１１年に発生した東日本大震災及び福島原発事故等、大きな被害をうけました。
事故から7年が経過した今、数多くの観光客に来県していただいておりますが、まだ福島
県の観光には知られていない魅力がたくさんございます。その様な現在、このフォーラム
を当県で開催できることは幸甚と存じます。
　全国の観光に携わる皆様にフォーラムを通し「ふくしまの光」を発信することにより、
着地型旅行の普及定着、また福島県の観光活性化に繋げていく重要な機会と踏まえており
ます。
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大会次第（予定）

１0：00 ～ １7：３0 出展ブース 多目的展示ホール（A・B）
１0：00 ～ 受付開始 ２Fエントランスロビー
１１：00 ～ お弁当受渡し
１１：00 ～ １３：00 昼食 昼食会場　多目的展示ホール（A・B）

時　間 分 内　　　　容
１３：00 ～ １３：１５ １５ オープニングアトラクション
１３：１５ ～ １３：20 5 舞台転換
１３：20 ～ １４：00 ４0 開会式

5 (1)	開会宣言 地元実行委員会 委員長 紺野　　平
１0 (2)	主催者挨拶 （一社）全国旅行業協会 会　長 二階　俊博
5 (3)	来賓挨拶 観光庁長官 田端　　浩 様
5 (4)	歓迎挨拶 福島県知事 内堀　雅雄 様
5 (5)	歓迎挨拶 郡山市長 品川　萬里 様
１0 (6)	主催者・来賓紹介

１４：00 ～ １４：0５ 5 舞台転換
１４：0５ ～ １４：2５ 20 基調講演　（仮）「国内観光の活性化について」

観光庁長官 田端　　浩 様
１４：2５ ～ １４：３0 5 舞台転換
１４：３0 ～ １５：３0 60 記念講演　「伝えることの大切さ伝わることの素晴らしさ

～来て、見て、感じて。福島の良さ」
元ラジオ福島アナウンサー　 大和田　新 様

１５：３0 ～ １５：４0 １0 舞台転換
１５：４0 ～ １6：0５ 2５ 表彰式 本部実行委員会 委員長 近藤　幸二

(1)	「高知県送客キャンペーン」優秀会員表彰
(2)	「学生がつくる福島県の着地型旅行プランコンテスト」表彰

１6：0５ ～ １6：１0 5 舞台転換
１6：１0 ～ １6：１５ 5 福島県送客キャンペーンの提案

（一社）全国旅行業協会 副会長 國谷　一男
１6：１５ ～ １6：2５ １0 次回開催地引継式

東北地方支部長連絡会 議　長 髙橋　幸司
九州地方支部長連絡会 議　長 岩本　公明
次回開催地挨拶 熊本県支部長 松嶋　　洋

１6：2５ ～ １6：３0 5 閉会挨拶 （一社）全国旅行業協会 副会長 永野　末光

1．第14回国内観光活性化フォーラムinふくしま
日時：平成31年2月15日（金）　13：00 ～16：30
会場：ビッグパレットふくしま（郡山市南2−52）
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2.懇親交流会� 【主催：地元実行委員会】
日時：平成31年2月15日（金）　18：30 ～20：35
会場：ホテルハマツ（郡山市虎丸町3−18）

3.エクスカーション� 【主催：地元実行委員会】
　◇日　時　平成３１年２月１４日（木）・１５日（金）・１6日（土）	 	 	
　◇場　所　浜通りコース、中通りコース、会津コース　全１0コース
　　　　　　※詳細は、P20 ～ P2４をご覧下さい。

4．全旅インバウンド商談会�in�ふくしま� 【主催：株式会社全旅】
　◇日　時　平成３１年２月１４日（木）	 【後援：一般社団法人全国旅行業協会】
　◇場　所　ホテルハマツ（郡山市虎丸町3−１8）
　≪概要≫
　　（1）　福島県観光プレゼンテーション　１2：３0 ～ １３：20
　　（２）　全旅インバウンド商談会　１３：３0 ～ １6：４0
　　（3）　全旅インバウンド商談会懇親会１8：00 ～ 20：00
　　（4）　参加者　　バイヤー：中国の旅行会社担当者

日本国内（在京、在阪）のランドオペレーター
セラー　：ANTA会員・受入施設・観光行政等

　　（5）　参加費　　1社20，000円（懇親会参加費1名分を含む）

１8：00 ～ １8：３0 ３0 懇親交流会受付
１8：３0 ～ １8：４５ １５ オープニングアトラクション	
１8：４５ ～ １9：00 １５ 開会式

(1)	開会宣言 地元実行委員会 委員長 紺野　　平
(2)	主催者挨拶 （一社）全国旅行業協会 会　長 二階　俊博
(3)	来賓祝辞 調整中
(4)	歓迎・乾杯挨拶 調整中

１9：00 ～ 20：３0 90 ご歓談
20：３0 ～ 20：３５ 5 閉会挨拶 (一社)全国旅行業協会 副会長 近藤　幸二
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大和田新アナウンサー

■ 生まれ　３月２８日

■ 出身地　神奈川県横須賀市

■ 出演番組　「大和田新のラヂオ長屋」
　　　　　　 （土曜７：００～１３：００）

■ 生活信条　明日できることは、今日しない

■ 好きな言葉　挑戦し続ける人間に失敗はない
　　　　　　　（北京五輪マラソン代表　佐藤敦之）

■ 経　歴　　　１９７７年４月　ラジオ福島入社

　　　　　　　 ２０１５年３月　ラジオ福島定年退社

　　　　　　　 ２０１５年４月　フリーアナウンサーとして活動開始

■ 記念講演　   「伝えることの大切さ伝わることの素晴らしさ
〜来て、見て、感じて。福島の良さ」



学生がつくる着地型旅行プランコンテスト

主催：一般社団法人全国旅行業協会

　現在、インターネットやＳNＳ等により国内旅行やインバウンド旅行について、多種多様な情報を得
ることが可能となり、これからは様々なマーケット需要に対して、より一層の知恵・企画力そしてスマー
トな商品造成力が求められています。こうした中で、着地型旅行（地旅）とは、地域を誇りに感じて
いる人たちが、そこに楽しみに来てくれる人たちのために、企画をし、おもてなしをする観光旅行です。
今回、若者ならではの自由な発想による福島県内の「祭り」「癒し（温泉）」「郷土料理」「伝統工芸」「観
光スポット」等を題材にしたユニークな「着地型旅行プラン」を募集します。
　応募された中から優秀な作品には、平成３１年２月１５日（金）に福島県郡山市のビッグパレットふく
しまで開催される「第１４回国内観光活性化フォーラム	in	ふくしま」にて表彰し、表彰状と旅行券等の
副賞をお贈りします。

1　応募資格　福島県在住の高校生以上で、学校に在籍する学生又は学生団体（個人でもグループで
も可）。なお、福島県以外の都道府県の学生又は学生団体からの募集も受け付けます。

2　応募内容　福島県内の着地型ツアーとし、旅行の目的地は福島県内の市町村エリアとします。若
者(学生)の発想で斬新なアイデアの実現可能な商品企画とします。
注1）必ずしも若者対象の旅行商品とは限りません。
注２）平成３１年度（平成３１年4月～平成３2年3月）の企画商品として想定してください。
注3）テーマは自由です。旅行日程は最長3泊4日とし自由に設定してください。

3　募集期間　平成３0年7月1日（日）～平成３0年１0月３１日（水）
4　募集締切　平成３0年１0月３１日（水）必着
５　提出書類　（1）企画概要

（２）旅行行程表
注1）フォーマットは、下記ＵＲＬよりダウンロードしてください。

ＵＲＬ		http://www.anta.or.jp/１４th_forum/
（3）旅行客募集チラシ案

旅行客を募集するにあたり、ツアータイトル・アピールポイント・旅行行程表な
どが明確化されたチラシのデザイン案。【仕様：Ａ4サイズ片面、色数：カラー】
注1）写真等の使用にあたっては著作権等、知的財産に充分注意してください。
注２）	「旅行業者が旅行者と締結する契約等に関する規則第１３条（広告の表示事

項）」の記載は必要ありません。
注3）旅行代金の記載が必要な場合は「○○，○○○円」と表記してください。

6　審査基準　「第１４回国内観光活性化フォーラム	in	ふくしま」実行委員会で審査委員会を設置
（1）福島県内各地の魅力が盛り込まれているか。
（２）斬新なアイデアが盛り込まれているか。
（3）実現可能な旅行プランであるか。
（4）来訪者に満足していただけるか。等を基準に審査します。

7　審査発表　審査結果については、審査会後（1月中旬）にホームページで発表し、受賞者には直
接ご連絡します。また、受賞者は、平成３１年２月１５日（金）にビッグパレットふくし
まで開催される「第１４回国内観光活性化フォーラム	in	ふくしま」の会場で発表し表彰
しますので、必ずご出席ください。

【本件に関するお問合せ先】
「第１４回国内観光活性化フォーラム	in	ふくしま」本部実行委員会事務局
（一般社団法人全国旅行業協会内）
TEＬ：03-6277-8310　FAX：03-6277-8331　E-mail：forum@anta.or.jp

「学生がつくる福島県の着地型旅行プランコンテスト」募集要項（概要）�
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